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1。 人類とウランの出会い

ちようど 50年前 (19鑢 年 12月 22彗 )、

地上で最も重い金属のウランが核分裂して入

きなエネルギ=を出すことが発見された。 ド

イツの学者が国際物理学会議にそれを発表し

たとき、渾譲争匡華既4ま輩郡学青→くう0●誓事い

基 [:]::l襲蛋「 菫i量::]41
9‐る1性子あうちtiまぇあ―多ご|:|||1轟患を|

なく1移ほと・遅れて出てくる.こ とを発見する

(こ れを遅発中性子と呼ぶ)ふ もしウラン:こ こ

の性質がなかったならば、ウランの核分裂連

鎖反応は爆弾にしか使えなかったはずである。

ウラン|ま地球 :こ とっても人類にとっても、

まことに運命的な存在だ。地球の誕生は約

45億年前といわれるが、ウランの生成は 65

億年前。それが地球の表面にあるということ

は、地球ができ上ってから何億年も経った後、

おムスどのゴマ塩のように、宇宙の彼方から

振りかけられたものに違いない。

そういうわけで、ウランは地球上でもわり

に多い元素である。地殻 (マ グマの上の硬い
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部分〕全体で 1ま 金の 5∞ 倍、銀・ 水銀の 25

法、議の鱒 分の 1:ま どあるが、地表に近い

ところで:ま なっと多いしわれわれ人FE5が 自然

界から受けている教射線奉うち、〔聾外でも)

ほぼその半分:ま地中のウラン事こ由来するもの

だ。とすると、現在極度に進fヒ した人類がこ

こ:こ存在するという事実とウランとの間の因

縁:ま どうな■だろうか。自分のこ襲ほどゎか

,|こ く|11‐こと義■lillのキ14違り、|その解
暁IIはまだまだ時親がかふりそぅそぁる。

ところでt核分裂の発見からまだ総 年の

今日、われわれはすでに世界の全電力の 6分

の 1を原子力で供給 しているといえtぎ、いさ

さか鼻が高 くなるところだが、自然 lt一―

「神は」といいたくもなるが一―さすがに、

もっと大きな知恵とコマンをもっていた。10

年はど前発見されたことだが、約器億年前、

アフリカのある地域で少なくとも5個の天然

原子炉が、それぞれ弱 万年 くらい作動 して

ヽヽたという証拠が見つかっている。詳細は割

愛するが、そこにはわれわれが原子炉の後始

末 (放射trl廃棄物など)をする上での貴重な

知見などが見事に残されているのである。
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構澪はヽ 高度な文明をもちtしかし大濃費

達の|み雫がはびこることを予見してか、二方
|■数億年前から森林材を堵熟で蒸し焼きにし
,:|■■ | |

|て化石燃料をっくり、地方、ヒントとサンプ

=,1費
きのクランを宇宙から取り寄せて置いて

|｀た。一部の経済活動がピータに近づき、こ

|,勢鷺lではまもなく貴重な衰素資源でもある

=ヒ

石燃料を使い果たしそうになったとき、人

1奪はウランの可能性 :こ気付き、その利用にと

つ かかったも今ままその入藤亭こいる暴である。

■ 2.世界・ 日本の現状と課題

現在、世界の原子力発電證 :よ 26、 合計 410

琴 3億 1,500万 kw、 その発電量を石油に換

:幕すると約4億 t、 OPEC最大の産油国サゥ

|ツ

'ラ

ビアの年轟産油量のほぼ2倍にななさ

119零
1年

第 1次石油危機以降の各国の努力:こ

峯ちて、最近の石油のだぶつき、鐘下がりを

:幸等 ■`が、エネルギー面では原子力と石炭が

大きな役割を果たしている。

:|わが国でも同じく今日まで、石油依存度を

|か ら55%に 20%余下げることに成功

天然ガス・原子力がそれぞれ 9%増 と

●ている。原子力は現在35基 2,7鍵 万kw、

種 の約 斡%を まかなっている濤ゞ、こ

,1発電量に占める原子力比率では日本tま世界

姜11l LiF、 卜ずプはフランスの69.8%、 次い

■|ルギニ

“
.1%、 韓国63.1%、 台湾48.60/c、

'FFア

ン45.4%、 ハンガリー39.2%

ヤ
ー
という状況である。

“

華湾畿で:ま、かつて火力

'こ

大きく水を轟け

|た票子力発電も、最近の石油価格の著し

1撃藁のため、供覇駆間中の平均発電

ネヽ |■ようやく優壼を保つくらいになって

豪事濃磋 がいつまで続くわ

病繭|‐1難 |。 ■1

予断を許さないな、その経済性は当面め原子

力発電の開発速度にある程度、影響を与える

1つの要素であろう。       ■

わが国の原子力発電の実績が、建設期FE5、

その品質、故障率など、どれをとっても世界
の最高水準にあることは周知の通りでありt

ここ数年度々の国際会議等の場で、「なぜそ

んなによいのか。統計のとり方にあやしい点

:ま ないのか」と議論され、調査も受けてきた。

その結論さま、当然といえζぎその通りだが、

経営、機器の製造・保守、運転等 の々面にお

いてtすべてきゅ細かく質が高いということ

に尽きる。しかし今後の課題はその水準をい

かに維持、発展させるかにおり、それにはゆ

め自信過理に陥らないよう注意しながら、諸
‐

外国の トラブルに眼を光 らせ、また意欲ある

人材を確保嚢つづけるこ.と が肝要であろう。

3.競原子カーーうわさと真相

とくにチェルノブイリ事故以降、欧米のい

くつかの国で原子力計画が停滞しており、こ

れを根拠に日本も脱原子カーの方向に転換すべ

しとする論議が勢いを強めている。

確かにソ連事故の影響で、各国とも世論に

は厳しいものがあるが、それぞれの国情に応

じ、政策の方向はそれほど単純ではない。た

とえば、同事故の前から「2010年 までに票

則廃止」を決めていたスゥェーデンにおいて

も、最近その最初の2基の廃止手順を定めた

法律が制定された攀導ているものの、その前

提となる代替電源はまだまだ議論の最中であ

る。同国の原子力発電所の運転実績か優秀で‐

あること、fヒ石燃料による発電の環境影響と

の比較、ソ連への過度な依存の最否、といっ

たことが論点となっている。
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計で 100基を超えたことで●ァメ|り ヵlも脱原

子力聯碁至かのよぅに伝えられてぃるがここ‐

れも話は全く逆といえる。表1にみるよう
'と

t

キャンセルされてきたのは実こま原子力だけで

はなく、石油危機以降、昨年までで、入力が|
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要と考えるもの 80%、 重要でなもヽ鱒%

=|1零

午固まってきたち
111

■112大事故の本質は……

:言,事下もなく各国の原子力政策に深刻な

を与えているのは、米ソの 2大事故とく

チニルプブイリ事故であるが、「では日本

丈夫かJと いうのが一般の切実な疑間で

ちう。前述のような日本の優秀な実績や関

のしんじな努力をいくら説明しても、最

ときわ大きく報道される (さ さいな)故

記事や跡を絶たない輸入食品の (微量

放射能の報道を背景に、「二月 1ま今年が

Jと いったアジーテーターの言葉を開け

主婦層等に不安が広がろうと馨ているの

ゆえなしとしないこ

ッ1連の事故について
`ま

政府や専F弓家の説嘆

う返されているが、普通の人:こ その本質

らせる:こ は種 爆なばかりか、おしろ誤

生んでいるものも少なくない。モヽわく、

‐連事故によリマン・マシーン・ インター

,ス の重要性が改めて認識され、そのた

大国際会議が東京で開かれます」。また

ゴルノブイリ発電所ξまソ連でも最も優秀

のとされていた由……」。

0よ うな言葉がしぼしば原子力側から出 ろう。

●の背景は、真相を知り改善を促すため

事者 (こ の場合両超大国)への心遣い

して しまうことにあるといえようし

たとえば、無免許の人が′ヽンドルもプ

もはずしてォーバー・プースト設計の

を走り回り多数を殺傷したとしよう。

も教えられないで、「これ,ま 6つの

でおき|た』とか「機械と入間の問題を

し|ている」などと説明されたら、果
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たして本質が理解されるだろうか (注)。

そういえtぎ、日本では原子力発電所を視察

に訪れる人が衣服を取り替えさせられるなど、

大げさな (形式的な放射線管理のための)取

り扱いを受けている。このことも、果たして

安全性の理解に役立っているものか、極めて

疑F.lで ある。

いずれにしても、原子力の事故や安全に関

する説明や関係者C_l行動の中には、このよう

な側面が少なくないようである。これは一体

何を意味するのであろうか。

少なくとも日本に関する限り、関係者は文

字通り安全を最優先に、念には念を入れ、外国

で事故があれば「 l●lか教訪|:ま」と研さんに励ん

でいるしt今後もそうし続けることにFE5違い

ないと思う。しかし、その論理と行動は、普通

の人の常議とはかい難しやすく、誤解も生み

やすい=それは普通の人の知識水準や技術の

難解さとほ無関係であると私には思われる。

原子力はまだ 50年、人類が火と付き合っ

た 100万年と直接比較はできないにしても、

やはり短い年数である。原子力の論理と行動

様式が年輪を重ねて洗練され成熟 し、関係者

と大衆とが一体となった「文明」を形成する

に
`ま

、まだいくばくかの年月が必要なのであ

(も り かずひさ)

〔注〕 最近ソ連でも、ようやくその真箱に触

れる発言が専門家の日からわかりやすく語ら

れるようになった。プラウダ紙_Lの レガソフ

諄士 (ア 秦デミー会員、原子力技術の指導者

の 1人)論文がその 1つ。その中の言葉.

「要するにこの事故は、数十年間にわたるソ

連の経済運営の誤りの集大成である」「 この

発電所では機器の点検 tま平素全く行われてお

らず、所長は『原子炉なんてサモヮール 〔湯

轟 彗シみたいなもの、入力よりずっと簡単

さ』とうそぶ t｀ていた……」


